
府民の森ほしだ園地園地探鳥会 （第４土曜日両園地通算第302回）

令和７(2026)年5月23日(土)9:30～14:30頃 日本野鳥の会大阪支部

友田武・神戸徹・新名泰博・吉山 晃・（平 軍二 (090-6901-1425))

Ⅰ③大阪府ハヤブサ
大阪府鳥類目録2016

繁殖期（春及び夏）の

Aランク地で、一般の人

が観察できるのは泉大

津市のホテルと、ほしだ

園地です。

泉大津は「泉大津ハヤ

ブサ・サポート倶楽部」

の方がしっかり調査され

ており、ほしだ園地は

交野野鳥の会「河村壽

氏」が記録されている。

Ⅰ④全国鳥類繁殖分布 鳥類分布調査会2021
北海道から九州の平地から山地に留鳥として分布

し，海岸や山地の断崖で繁殖する。都市のビルなど

の人工物で繁殖することもある。

記録メッシュ数は1970年代から1990年代の間に

大幅に増加し，2010年代もさらに増加した。

← Ⅰ⑤ 世界のハヤブサ分布図
真木・大西 日本の野鳥590 2000年 平凡社

ハヤブサは分布が広く南極大陸とニュージーランド・ハワ

イ諸島など、一部の諸島を除いて全世界に20亜種が生

息する。日本では主要四島及びその周辺で繁殖し、一部

が冬季に短距離移動を行う程度で、本格的な渡りはしな

い。（Bird Research News 2008.12.22）

Ⅰ 交野の鳥シリーズ
 (143)ハヤブサ
ほしだ園地のハヤブサ、2005年より

繁殖していたが（交野野鳥の会30年の

あゆみ：2010年発行）、2019年以降繁

殖しなくなった。

そこで交野野鳥の会会長名（神戸徹

氏）で、大阪府へ営巣個所の雑木伐採

を申し入れた。伐採されたものの、ハ

ヤブサのお気に召さないようでその後

も営巣行動は見られていない。

2026年に入って営巣地周辺で、ハヤブ

サの雄雌が確認されているが、5/20現

在、繁殖兆候は見られていない。

Ⅰ②交野市のハヤブサ （友田武氏集約）
友田武氏は交野野鳥

の会の会員の方が、

交野市内で観察された

野鳥について、毎日集

約されており、ハヤブサ

の観察日数は右図の

通りである。

上記の通り2019年以降

繁殖していないこともあ

り、年別出現日数は減少

している。

1974-1978 1997-2002 2016-2021

お立ち台のハヤブサ（20260520）河村壽氏

年別出現日数
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Ⅱ ハヤブサの子育て（2012年） 河村壽氏

120227（交尾） 120321（交尾）
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Ⅲ①先々月(3月28日) ほしだ園地探鳥会
集合場所のクスノキの切り株に、キジバトが巣作り中で、小枝を何回も

運んでいた。今日の探鳥会はアオシギが観察できるか、またハヤブサが

いるかどうかがポイントであるとして、スタートしました。

「星の里いわふね」の上流、山地に入ってすぐの天野川に、今日の探鳥

会の主役の鳥、アオシギがいました。ほとんど動かずじっとしていて、川

の石の景色に溶け込んでいました。２羽いるとのお聞きしていたが、今日

観察できたのは１羽のみでした。ほしだ園地の主ともいえるハヤブサ、

園地事務所「ピトンの小屋」についた時、飛び回っており、３羽いたよう

です。1羽のハヤブサが「お立ち台」と呼んでいる「哮ヶ峰」中段にある

棚石の近くに座っていたことや他のタカが飛んでくれることなど、これまで

ゆっくりハヤブサを見続けることがななかったことと、星のブランコへ

行っても鳥が少ないことが多いことから、昼食もハヤブサを観察すること

にした。しかし、その後あまり動きが無く１羽が棚石近くに座りこんだまま、

その内、水浴び後に羽を乾かすかのように、羽を広げたままうつぶせに

なり動きませんでした。このハヤブサうつぶせし続け動かないので、

ハヤブサ観察を終了とし帰ることにした。アオシギは帰りも午前とほぼ

同じ所にいたが、今度はしきりに水の中をつついて餌を採っていた。

文献に餌は「ミミズ類、水生昆虫の幼虫、小型の甲殻類、貝類などを捕食」と書かれているが、アオシギが昆虫

類？を捕まえたのでしょうか、くちばしを開けた姿を吉山氏が写されていた。以上29種の鳥を観察し終了した。

Ⅳ 6月くろんど園地探鳥会
2026/6/27（土）9：30私市駅前

今月と同じように、大阪支部HPのホームズ様式

からお申し込みください。昨年6月のくろんど園地探鳥会

では、ホトトギス・センダイムシクイ・オオルリ・キビタキ

などが出てくれました。

オオルリ（川津智義氏）20250628 ➝

↑小河敏之氏 アオシギ 吉山晃氏↓

Ⅲ②先月(4月25日) くろんど園地探鳥会
月の輪滝の手前ではツツドリの「ポポッ・ポポッ」が聞け、お昼前にはクロツグミの歌も聞こえました。コースでは

ほとんど姿は見えないものの、ウグイス(16)・センダイムシクイ(15)・キビタキ(11)・ソウシチョウ(15)・ヒヨドリ(9)な

ど、2～3種での協演もあった。「貯水ダム」近くのコナラの木でさえずり始めたセンダイムシクイと、「八つ橋」の

ラクウショウに止まってさえずりを聞かせてくれたキビタキは、姿を全員でゆっくり観察することができた。オオ

ルリ(3)・ヤブサメ(1)・イカル(1)を含め、春の鳥の最盛期となり、最初から終わりまで、鳥の鳴き声が途切れな

かった。

センダイムシクイ キビタキ（吉山 晃氏）
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Ⅴ 探鳥会記録（くろんど園地・ほしだ園地）
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～2万年

～4万年

86万年～

1億年～

交野市にはタカ渡りで有名な交野山や、獅子屈寺・月の輪滝・磐船神社など大き

な岩石が露出している所があります。

そこは下記図のピンク色、1億年以上前の地層が地表に出ている所です。

●

7月探鳥会資料をコピーしていますⅢ 交野市周辺の地層(年代）
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